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【2016年 年頭所感】 

技術と着想で更なる存在感を示す年に 
 

新しい年を迎え皆様にご挨拶を申し上げます。 

昨年ＣＴＣグループは、2017 年度までの 3 ヶ年中期経営計画を策定し、サービス型ビジネスの拡大、 

グループ総合力の発揮、人・技術・事業への投資という「3つのシフト」に注力しました。 

2016 年は中期経営計画の 2 年目として、引き続きそれぞれの施策に取り組み、3 つのシフトを確実に

推し進めます。 

クラウドを中心として高機能な ITが利用しやすくなったことで、アイデア次第で大きなビジネスを生み出

せるようになりました。IT で人やモノをリアルタイムにつなぎ、従来とは異なる仕組みで収益を上げていく

disruption（破壊）の動きがあらゆる産業で活発になっています。システムインテグレーション（SI）分野も

例外ではなく、IT技術が汎用化することで SI企業の存在意義が問われる disruptionが進行しています。

ＣＴＣも新たな技術と着想を組み合わせ、存在感を示していかなければなりません。 

2016年ＣＴＣは、ITによる価値の創出を念頭に、クラウドやセキュリティを含めたサービス型ビジネスへ

のシフトを加速します。 

クラウドについては、未だ自社で保有・運用することが主流の基幹系システムに特化したクラウドサービ

ス「CUVICmc2（キュービックエムシーツー）」の提供を 4 月から開始するとともに、セキュリティ機器の状

況を 24 時間 365 日遠隔から監視する SOC（セキュリティ・オペレーション・センター）を活用しながら、お

客様が多様化・高度化する脅威に対応できるようサービスを拡充します。 

既に科学・工学分野では、再生可能エネルギーに関連し AI や IoT の技術を実用化しており、この分

野においてもビジネスの拡大と更なるイノベーションの創出に努めます。 

従来の朝型勤務の奨励施策や人事制度の改定に続き、働き方変革を継続推進し、サービス品質とお

客様満足の向上につなげることで、夢のある豊かな社会の実現に貢献してまいります。 

以上 

 


